
 

人権

の に

 学  

  学校４年生 年生 

  

  ー トを中心とした様々な の中 ら、どの が正しい を できるようにする。 

 の 

 （   の 組が できる環境） 

ワークシート 

  

ー トは でも気 に 発 ができるため、 い みや 解、 確認の であっても

そのまま 開されている場合があります。発 者が 意により の を させることもあります。 

ー トの 及により、 たちはさまざまな を受けている一方で、 ー ー や

ク動画などのように、その を させたことによって、自 が加 者になってしまう ク

もあります。また、知らないうちに自 が 者となる クがあることも理解してお なければな

りません。 が一、 ー ー や ク動画などの に った場合は一人で ま に、し

るべき 関に相 して具体的な を じることが大切です。 

「 ー ク」とは、 （人 知 ）など 度な合成 を いて作られる、本 と 分

けがつ ない精 な ク動画をさします。 が にする 学習の 法のひとつ「 ー

ー 」と「 ク」を ク した です。 ー クの は、本 と 覚さ

せる精 な作り けでなく、 されることによって き こされる社会への です。 

ー クを くための の が進んでいる段階ですが、 が進化すれば ー

クもより精 になる「いたち っこ」の状況が いています。 ー クに する も

な は、 る人の シーや意識を め、 に 力しないことです。

の 組の をもとに、 ク ー について理解し、 で な ト上の に気

づき、 めないように、 ク ー を目にしたときの 目 トを学びまし う。 

   

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（3分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「たくさんの を つけよう。」 

の を し合おう。 

） ートの  

  き のシ  

  ー の  など 

ー で し合った を全体で

共 する。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・3 ４人の ー でお にある

ものの をなるべく く し

合うように える。 

・ の ー で いつ な

った の があるときに

は させる。 

 

・一つのものでも、たくさんの があり、人によって が うことに気づく。
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展開 

30分 

ク （30分） 

  「その ー め

て大  ク ー 」を

する。 0分  

組を して考えたことやわ った

ことをワークシートに く。 

よい（ される） ク ー は

あるの 考える。 

ク ー を しないために

は、どのようにしたらよい を考え

る。 

全体で共 する。 

・ワークシートを する。 

・ の を 分ける は

考えを促す。 

・ される ク ー はある

考えを促す。 

・どんな理由であっても は

されないことをおさえる。 

・ を することは、結 的

には社会を させてしまうこ

とに加 することになってい

る。 

・ワークシート 

・動画 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・「 発 をする場合の 意 」

の資料を参考にするなどして、まと

めの を く。 

・ の とこれ らどのよう

に き合っていったらよい 、考え

たことを く。 

・ をとおして児童 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

・ が正しい どう の が

必要であることをおさえる。 

参考資料など  

  「その ー めて大  ク ー 」 

2 000 0 00000 

・ ク動画や ク ー について知り、 ト上の に気づき、

し合いを行うことで、正しい である できるようにする。

74



 

ワークシート 

（ ）年（ ）組（ ）

その
じ う う

、本 に正しい

の
じ う う

とこれ らどのように
つ

き合
あ

っていったらよい 、考えたことを きま

し う。 

組を て、わ ったことや考えたことを きまし う。

よい（
ゆる

される） ク ー ってあるの あなたはどう考える      

                

       

ク ー を
くさん

しないためには、どのようにしたらよい 、考えたことを き

まし う。

 

に
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資料 

  ー トで 発 をする際には、 示 、 などに ・ 人 を

き まない、 中 をしないことが重要です。これは自分の けではなく、 や

達などの についても じです。 ー トに れた は く 開されるため、

その が されて わ を受けたり、 シー が こったりするためです。

一度 した は、 全に すことはできません。 

その 、 意な発 により、 くの人 ら を受けたり、自分や する組織（学

校、部活動、 ー など）の を させたりする 態を くこともあります。 

  き む内容や を 開する 、その結 どのような が こるの 、 に意識を

しながら、 発 をするよう心がけまし う。 

などの ー は、 生活の中で、 での 人の いなどを できる

が大きな 力です。その一方で、 人の 気ない発 でも、 ー ト上の発 や る

まいは、 くの人の目に れる 性があり、場合によっては、現実 に大きな を

えることがあります。 

  えば、 さんの への が、本 は にしなければならない 達 ー の内

容を 部に らしてしまう結 となり、 ー ト上で さんに が集中したり、そ

の ー みんなの として取り上 られる が発生しています。このような場合、し

ばしば、 ー ト上のその に関心を持つ人の間で 追及活動が行われ、その

で、 の となった 人の 定・ や、 中 などの大 の き み（いわゆる

「 上」）などの行為が行われます。そして、 ー ト上でこのような現 が発生し

た場合には、 や などの で されることも しくありません。 

  こういった 性を するためには、ま は自分の ー ト上での発 内容が、

本 にしなければならない を んでいない 、現実 でも を びるような内容

でない など、 立ち止まって考える 重さが必要です。 

  さらには、こうした 人の 定が行われるのは、 上の 発 けではありません。

ざけのつもりで された動画 ら、 者の 定が行われ、現実 での に っ

た も発生しています。 や ー トは の 間ではなく、 ー ト上の

行動は 定されてしまうもの ということを自覚することが必要です。 

（参考資料） 

「 のための ー ト」（ 省） 

発 をする場合の 意

発 の 意  

発 内容は 重に 
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